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奈 商 だ よ り
自分新発見！夢、奈商で！ 志高く 輝け 翔ばたけ 奈商生

令和元年度版

１月の行事予定

町 長 と 語 る 会 奈井江町を
住みよいまちに！

１月16日(木) 全校集会 １月26日(日) 全商簿記実務検定

１月19日(日) 全商情報処理検定 １月29日(水) 3年後期期末考査（1日目）

１月21日(火) ＡＬＴ来校 １月30日(木) 3年後期期末考査（2日目）

１月22日(水) スクールカウンセラー来校 １月31日(金) 3年後期期末考査（3日目）

１１月１８日（月）奈井江町公民館において子ども会議委員のメンバー

が、奈井江町を「もっと住みよいまちにしていくために必要だと思うこと」

をテーマにグループワークを行いました。事前に小中高の児童生徒に依

頼してあったアンケートを用い、中高生がリーダーとなってアンケートを

集約し、意見をまとめていきました。

最後に、グループでまとめた意見を代表生徒が発表し、「町長と語る

会」に向けた第１回目の子ども会議を終了しました。

第１回アンケート集約とグループワーク

町民開放講座～日常で使える書道講座～

第 ２ 回 町 長 と の 意 見 交 換
１１月２９日（金）奈井江町役場において「町長と語る会」が実施されま

した。奈井江町を「もっと住みよいまちにしていくために必要だと思うこ

と」について考えてきた児童生徒たちは、緊張しながらも「きれいで安全

なまち」「楽しくて住みやすいまち」にしたいというプレゼンを行いました。

私たちができることとして「ゴミ拾いを定期的に行う」 「挨拶が飛び交う

和めるまちにしたい」ことなどを挙げ、「土地を有効的に使ってはどうか」

などの提案も出されました。三本町長からは、「自分たちの目線で考え

ることをこれからも大切にしてほしい」「皆さんの意見を大事にしていき

たい」「今のようにコミュニケーションをとれるようになってほしい」などの

お話がありました。生徒たちにとって町長と奈井江町の未来を考える

貴重な時間となりました。

１２月２日（月）、本校書道室において奈井江町公民館講座（書道講座）

を実施しました。今回の講座では、日常生活で使用することのある「祝儀

袋」と「不祝儀袋」の書き方についての講座を行いました。

本校の書道教諭から上手に書くコツとして「筆を立てる」「書く手を安

定させる」「名前は同じ大きさで書く」など気をつけなくてはいけないポ

イントが話されました。楽しみながら書道を学ぶ和やかな雰囲気で講座を

行うことができ、大変有意義に終えることができました。

受講された町民の皆様方からも「参加して良かった」などの感想もいた

だくことができました。ご参加ありがとうございました。

参加した生徒の感想
○町長の話が聞けてとても勉強になりました。小学生、中学生とも交流することができ良かった。
〇奈井江町のことについて考えるのが大変でしたが非常に勉強になりました。
〇町長さんと身近な距離でお話しする機会は滅多にないことだと思うので非常に良い経験をさせてもらいました。



思春期の体と心～妊婦体験～
１２月３日（火）に本校２年生を対象とした性の指導の

一環として、奈井江町保健センターの保健師 辻脇真

理子 様を講師にお迎えし、「思春期の体と心～妊婦

体験～」をテーマに講話と演習を行いました。

講話では、講師の辻脇様から「妊婦のしくみと出産」

「避妊の方法」「妊婦の体の変化」について分かりやす

くご説明いただきました。生徒たちは、極めて確率が低

く厳しい生存競争を経て受精卵が作られること、妊娠

週数の正しい数え方、避妊に対する考え方と正しい情

報、妊婦さんの具体的な体の変化と精神的な不安な

どを改めて理解したようです。

また、演習では、生徒１人ひとりが妊婦体験キットを

着用し、実際に「洗濯物を干す」「洗顔をする」「下の段

の引き出しを出し入れする」「靴紐を結ぶ」「横になる」

「階段を昇降する」などの動作を行い、妊婦さんの大変

さを体験しました。生徒たちは、体全体の重さ、腰にか

かる負担、日常動作の困難さを身をもって感じたようで

す。

この講話と演習は、私たちが極めて低い確率で遠い

祖先から遺伝子を受け継ぐ奇跡の存在であること、今

生きていることに感謝すること、そして、これから生ま

れようとする生命を大切にする責任があることを考え

る貴重な機会となりました。

サイエンスデーｉｎ滝川
１２月７日（土）滝川高校において実施されたサイエン

スデーｉｎ滝川に本校科学部が参加しました。

滝川市内及び近隣の高校と外部機関が連携し、地域

の小中学生に科学の面白さを体験してもらうとともに身

近な環境問題について考えてもらう目的で開催されま

した。本校の科学部は「不思議な感触、ドロドロを科学

しよう！」というテーマで実験を行いました。

スライムの作成や料理の材料である「かたくり粉」を

使って、不思議なドロドロ体験を子どもたちに体験して

もらいました。

また、各ブースでの実験・実演のあとには座談会交

流会も開かれました。高校、短期大学、大学の学生た

ちが集まり、実験についてお互いの感想を述べ合い、

進路についての相談をするなど大変有意義な時間を

過ごしていました。

実験の様子②実験の様子①

バドミントンシングルス準優勝

第1回学校評議員会

評議員会の様子

１２月６日（金）、本校会議室において学校評議員会を

実施しました。校長から評議員の皆様に向けて「学校教

育目標ならびに学校経営方針」などの説明があり、教頭
からは、今年度の近況報告

として部活動の大会報告や

進路決定状況などの説明が

ありました。評議委員の皆様

方からは、学校の発展につ

ながる貴重な意見を伺うこと

ができました。

１２月８日（日）芦別市総合体育館で行われた第４８

回全国高等学校選抜バドミントン選手権大会北北海道

予選会北空知地区予選会 高校女子シングルスⅡ部

に本校１年 林 樹里愛さんが出場しました。

１回戦を２－１で、準決勝を２－０で勝利し、決勝戦

まで勝ち上がりました。決勝は、惜しくも破れてしま

いましたが、準優勝という素晴らしい成績を残しまし

た。

着 こ な し セ ミ ナ ー
１２月１７日（火）株式会社ＡＯＫＩ 岩見沢支店 店長

仁木大輔 様、副店長 冨山雅江 様を講師にお迎えし、

本校３年生を対象に「着こなしセミナー」を実施しました。

実際に生徒が着用するビジネススーツや礼服、コート、

鞄などもご用意していただき、「身だしなみの重要性」や

「着こなしのポイント」などを親切丁寧にご説明いただきま

した。

身だしなみについては、第１印象の大切さを強調し、好

印象を与える髪型のポイントやＴＰＯに合わせた服装が非

常に大切であることが話されました。着こなしのポイントで

は、男子生徒と女子生徒に分かれて説明がなされ「スー

ツの場面別選び方」「サイジング」「コーディネートアイテ

ム」「お手入れの仕方」「ネクタイの結び方」「メイクの仕

方」など実践を交えながら講話を進めていきました。

生徒たちは、講師の先生からのアドバイスを真剣な表

情で聞き、「社会人になる前に学べて良かった」などの感

想を述べていました。４月から社会人になる生徒が多い

本校の生徒にとって非常に貴重な体験となりました。


